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· 欠席者は必ず後日、確認お願いします。
①前回の委員会の振り返り

②連絡事項

・三沢の議事録担当について

　会議内容が良く聞こえないことがあるとの意見がありました。議事録について三沢は外します。

　予定している9回と11回の部分は松橋が入ります。

・中間報告について

終了しました。上半期、実施が滞っているものはありません。各研修も無事に終わっています。下半期ももれなく実施できるようご協力お願いします。

課題となるのが委員会の出席率が低めである事と院内研修の参加率の低さ。

改善策
◎委員会の出席率について

公休や年休、勤務での不参加が多い為、部署の管理者に勤務を考慮してもらって参加出来るようご協力をお願いします。

◎院内研修の参加率の低さ

レポート研修では、約1週間前に再掲示する事とする対策をとっていますが、さらに下半期は管理者にも参加出来るようにメール等で呼びかけの協力依頼をしていき、参加率向上を目指していきます。

③医療福祉学会について

　医療福祉学会の会場設営やリハーサル、当日参加出来る日や時間を確認しています。

松橋へお知らせください。

＜担当について＞

参加出来ない方にはできるだけ配慮し、担当をつけています。部署で書式を作る、

印刷するなどきるような役割にしています。貼り付けだけを委員メンバーに協力し

てもらうなどして責任をもって行ってください。必要な用紙は病院管理棟２F事務

室の心理、検査チームの前にあるチェスト、管理棟２Fの通路の向かって一番右の

教育委員会の段ボールに教育委員会の用紙があります。使用して下さい。残りが少

ない時は松橋へお知らせください。小向AOMへ発注をお願いします。

＜当日までの流れ＞　

　　9月15日(木)　抄録締め切り　→終了

9月16日(金） 査読は各部門・部署管理者が実施　→終了

発表群分け・タイムテーブル確認　→終了

　　9月23日(金)　演題修正締め切り　→終了

　　9月26日(月） 抄録再提出　　　　→終了

    9月28日(水)　座長依頼(AOM、SGM)　→10/13依頼済

　 10月5日（水） 抄録集見本作成し、理事長に提出　→10/10終了

   10月14日（金）～21日（金）抄録集印刷、製本　途中　

座長、発表者打ち合わせ　未

　 10月16日（金）発表スライド提出締め切り、PPT群分け～抄録編集、

印刷 途中

　 10月24日（月）製本作業　未

　 10月31日（月）会場設営 13:00～16:00 (3時間程度)

　 11月 1日（火）リハーサル9:00～12:00、13:00～16:00

委員は9:00～集合　会場設営や機材使用確認など確認

口述（スライド）発表者又は部署代表者は10:00～12:00、
13:00～15:00。

　  11月3日（木）医療福祉学会当日8:00集合 30分ミーティング開始後、

　　　　　    　　最終チェック、リハーサル後、さらに必要な物など確認、準備

　◎終了後、PPT（パワーポイント）の録画の仕方や機器の使用法を確認して下さい。誰でも操作できるようにしておきましょう。

　

　＜プログラムについて＞

　　一部修正、口述の1群に外部への学会への提出した種市Nsの研究発表を追加します。

　　

＜抄録について＞

　　録集編集・製本担当　柴田さんがリーダーとなって進めてくれています。

10/16～印刷、製本作業開始予定。

製本作業は10/23の週で進めています。印刷が完了すると製本作業になります

　 メンタルケア病棟　3F　24～26施設予約しています。

　 声がかかったら協力お願いします。

用紙、背貼りテープ発注について既に11冊発注、決済して頂き庶務に保管してもらっています。

　　抄録用としてはパートを除く２５０部作成予定。

　　その他、座長用配布PPT、評価表、特別講演用の出席表等。

　＜PPTについて＞

　　10/16（日）締め切り→鈴木幸さん、太田さん

　　提出確認、群ごとにPPT組み換え

　　群ごとにフォルダ作成し、ファイル名・フォルダ名を修正⇒ほぼ終了

　　※あとは北病棟と外部発表の種市看護師のPPTのみ

　

　＜ポスターについて＞

　　3ヶ所で行う。ホールステージ、ホールの一番後ろ、ホールのエントランス

パーテーション3～4つずつ置いて両面で使う　←確認

　　密にならないように工夫する。

　　PPT印刷、貼り付けは各部署で

掲示期間：10/31(月) 15:00～

11/1（火）10：00～12：00、13：00～16：00

10/31のうちに掲示をお願いします。

　　

④研修進捗状況の確認

【法人研修　進捗状況】

・第4回法人研修

　9月6日（火）～　9月20日（火）

　テーマ：『人権擁護について』

講師：吉田美佳氏

担当：坂本、松川

　※講義式及びレポート形式で開催できるように講師依頼はしていますが、レポート形式で実施予定としています。

参加者：179名/207名中

参加率：86.4％

・第5回法人研修　（医療福祉学会の特別講演）

　11月3日(木)13:00～14:30

　11月9日(水)八戸ビデオ研修

　11月9日(水)みさわビデオ研修

　テーマ：医療福祉学会特別講演『医療的ケア教育から考える看護と介護の連携」～医療的ケア制度10年目の節目に考える連携の在り方～』

企画書決済済み

講師：今野　修氏

座長：小向AOM

担当：蕨野、羽田

※講義式及び参加出来なかった職員はビデオ研修

※WIZ掲示、各領域、紙での掲示

【各領域研修　進捗状況】

院内

・第5回院内研修

　テーマ：防災について～災害拠点精神病院～

　※レポート形式

　講師：防災委員会委員長

　日時：9月16日～9月30日

　担当：羽田、鈴木香

参加者：89名　/133名中

参加率：66.9％　（参加者÷参加対象者）前回よりも下がっている！

感想：
・24時間緊急対応で患者の受け入れと搬出を担い、多数患者の受け入れ拠　　点となる病院であると言う事はそのための設備はもちろん大事ではあるも、防災・災害についての知識はもちろんの事、災害で起こりうる身体・精神症状についての看護ケアについて理解を深めていく必要があると考える

・当院が災害拠点精神科病院となっている事を正直、意識していなかったが、精神科救急当番も行い、措置入院の患者様の受け入れも行う中で、災害時の体制も整えておく必要性もあるのだと感じられる。通常の救急とは違い、「災害時」となるとさらに環境と物品の補充が必要になる。通常時は分かっている事も、いざとなっては健常者も不穏になる可能性あり、私達医療従事者も慌ててしまう状況であると感じた。

・災害拠点精神科病院の指定要件は把握できたが、実際に災害が起きた際に行動がとれるかは不安であると感じた。

考察：
WIZメールでの添付は目につき各自で確認しやすく、時間に余裕のある時に提出する事が良い点となっているが、声掛け行うも提出期限が過ぎてしまい次のレポート提出に追われ不参加となる声も聞かれた。期限が過ぎレポート提出されているスタッフもいる。今後は各病棟委員会のスタッフが参加の促しの継続、また、提出期間の延長などで参加率が上がるのではと考える。

・第6回院内研修

レポート提出期限： 10月21日～10月31日
※レポート形式

担当：滝田、蕨野

内　容：「【感染対策】インフルエンザ、ノロウイルス、コロナウイルス」

講　師：感染対策委員会委員長　加藤JGM

　

苑内

・第5回苑内研修

テーマ：防災について

講師：河原　範之SCM

日時：9月24日～9月30日

担当：岩切、松川

参加者：52名/57名中

参加率：91％（参加者）÷参加対象者

感想：

・当施設は土砂災害ハザードマップで土砂災害被害が想定されている。昨今の大雨や地震などをみても、いつ災害に見舞われてもおかしくない状況だと考える。もし災害が起こった時にBCPの考え方は優先的に継続・復旧すべき重要業務を継続、または早期復旧する事を目指しており、とても重要な考え方だと思う。私達は入所者様の命を預かっており、日々の業務を中断する事は入所者様の命に関わる為、普段から防災について意識する事や、具体的に災害を想定して対応をシュミレーションしていく事が大切であると思った。

・当施設は施設福祉避難所の指定を受けており、防災、減災、復旧に取り組み、かつ目的ではなく、共助、公助の一部を担う役割がある施設であるという事が分かった。災害はいつ起こるか分からないので、自宅の耐震性の把握、家具固定など耐震対策、ハザードマップの確認、家族の緊急時の連絡方法、自宅以外の避難場所、避難経路の確認、備蓄品の準備や確認をしなければならないと思った。

考察：150文字程度となっているが、あまりにも文字数が少ない方が数名いた。感染対策の為レポート形式での研修としており、参加率は、前回と同様91％だ

った。各部署の委員の呼びかけを強化することで、参加率100％を目差す必要がある。

・第6回苑内研修

テーマ：感染について

講師：河原　範之SCM

日時： 10/20～10/31 

担当：島守、馬渡

三沢　

・第5回みさわ研修

日　時：8/22～9/5

テーマ：防災、災害について

講　師：田村　裕樹氏

担　当：小林さん、坪田さん

参加者：25名/27名中

参加率：93％（参加者）÷参加対象者

感想：
・災害はいつ来るか分からず、時を選んで来るものではないので常日頃準備しておく事が重要だと感じました。

・施設で火災が起きた際、速やかに対応できるよう消防への電話対応、避難経路、消火器の場所、使用方法など再確認します。

考察：いつも通り2週間レポート提出期間を設けました。

提出されてない方にはメールでの促し声掛け等をしました。

今回の研修も説明が分かりやすくすぐ頭に入り今後の防災災害対策に自信が　つきました。
・第6回みさわ研修

日時：10/18～11/1

テーマ：認知症の理解

講　師：高成SGM

担　当：小林さん、坪田さん

【次回委員会予定】

日時：R4年11月16日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：松川、蕨野

